
一般国道296号

千葉県葛南土木事務所

事故の減少や安全性向上、住環境改善にも寄与
（経済的・社会的効果）

安全性の向上

当該区間の整備による交通の円滑化により、渋滞に起因する車両相互事故の減少が期待されて
います。また、生活道路を抜け道利用した車両が外周道路である国道296号等へ転換
（約1,600台/日）することにより、ゾーン30プラス区域内の安全性も向上します。

加えて、国道296号も両側に歩道が整備されることで歩行者の安全性も向上します。

当該区間の渋滞ボトルネック解消は、外周道路の事故減少効果と生活道路の安全性向上という
中野木地区全体の住環境改善に大きく寄与します。

交通円滑化による安全性の向上

生活道路から幹線道路への転換

出典： 船橋市「交通ビッグデータ見える化協議会第9回会議」
※ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2）より算出。2022年9～11月の全日夕ピーク時（17～18時台）

出典：警察庁 交通事故統計情報
オープンデータ（R1-R4）

渋滞により左折車などとの追突や、
渋滞時の停車中における追突が発生

歩道が未整備で、歩行者は路側帯
を通行せざるを得ないため、接触

の恐れがある

両側歩道となることで
歩行者の安全性も向上

特に通学路としての安全性が
高まります

【歩道整備率】25％→100％

【ゾーン３０プラス内の事故類型】

並行市道から
国道296号へ
1,600台/日転換

整備による渋滞緩和
→外周道路に交通が転換

→生活環境の安全性が向上

国道２９６号等の渋滞を避け、
ショートカットとして

抜け道利用されている

交通の円滑化による事故の減少

整備前

整備後
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千葉港の機能強化に対応した物流効率化の支援
（経済的・社会的効果）

出典：南習志野工業団地事務局および団地内の企業へのアンケート調査 （R７.８）

南習志野工業団地と千葉港(葛南東部地区)を結ぶ大型車のアクセスルートは、合理的な経路選択
を行うと主要渋滞箇所を通過することから物流生産性の低下が生じており、物流事業者からも
国道296号の渋滞に関する意見なども挙がっています。

本事業により交通の円滑化や速達性の向上による物流生産性の向上が期待されます。

加えて、当該地域では国際拠点港湾である千葉港の機能強化が2030年台前半に向けて
進展しており、交通需要の増大に対応し、サプライチェーンの強化や輸送コスト低減など
国際競争力の強化を進める上でも早期整備が不可欠です。

南習志野工業団地内への物流ルート

千葉港の取扱貨物量

物流効率化の支援

取扱貨物の全体58％が外貿貨物による輸出入
⇒交通円滑化や速達性の向上等による
物流生産性の向上は国際貨物にも効果あり

出典：千葉県港湾統計（R4）、千葉港長期構想（H29.1）

出典：南習志野工業団地事務局および団地内の企業へのヒアリング結果

千葉港へのアクセス性向上

千葉港における貨物取扱量の目標

事業者へのヒアリング

物流の効率化は、私たちが普段利用するスーパーへの商品の安定供給や、ネット通販の配送時間の短縮など、日々の生活を支えることにも繋がります

【想定される効果】
➢サプライチェーンの信頼性向上・強靭化 ➢輸送コスト低減による競争力強化 など

陸上輸送の効率化は国際競争力の強化を図る上で不可欠

出典：千葉県港湾統計年報（R6）千葉県

出典：港湾取扱貨物量ランキング（R5上位100港） 国土交通省 港湾関係統計データ

大型車両での通行道路が限られ、
渋滞を避けられない。

国道２９６号を通行できないと
大きな迂回が必要となる。

南習志野工業団地～千葉港への
アクセス性向上により、所要時間を短縮

物流生産性の向上物流生産性の向上
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救急医療活動の支援（経済的・社会的効果）
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救急医療活動の支援

当該区間の整備により、東葛南部保健医療圏内の救急救命センターの１つである船橋市立
医療センターまでの10分アクセス圏が拡大し、救急医療活動の支援が期待されます。

広域拠点である津田沼駅・新津田沼駅周辺から、船橋市立医療センターまでの搬送時間が
約４分短縮されることで、多量出血による重症患者の死亡率が約１５％低下するほか、
１０分アクセス圏のカバー人口は約1,200人増加します。

救命救急センターへのアクセス

出典：「カーラーの曲線」一部改変. （M.Cara:1981） 整備前：R3道路交通センサス 混雑時旅行速度
整備後：通過時間の実測値分が短縮（R4.2調査）

カーラーの救命曲線による救命率の向上 １０分アクセス圏のカバー人口の変化

心肺停止の重症患者の
救急可能性を約1,200人増加

船橋市立医療センター（移転後）

第３次救命救急センター

病床数内訳：
493床（移転前449床）

建設場所：千葉県船橋市高根町
(土地区画整理事業地区内）

整備前：R3道路交通センサス 混雑時旅行速度
整備後：通過時間の実測値分が短縮（R4.2調査）

津田沼駅周辺地区（広域拠点）：
・事業区間を経由する人口密集地として選定
・習志野市都市マスタープランにおいて位置付け
・高質な都市機能を集積した、活力と魅力があり、
広域からの求心力を備えた地区のこと

搬送時間の短縮により、
死亡率が約15％低下
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東京方面からの玄関口に当たる県北西部では、人口の集中等に伴って、県内の主要渋滞箇所の
約6割が集中するなど交通渋滞が深刻化しており、域内の移動だけでなく、首都圏全体の人・
モノ・財の流れのボトルネックになっています。このため、人口比率の上昇に応じて着実に
道路整備を行う必要があります。

県では、この交通渋滞による損失時間を早期に解消するため、沿線市や国とも連携しながら、
現道拡幅やバイパス整備、交差点改良等も含め、国県道全体の道路整備を加速していきます。

千葉県総合計画 -千葉の未来をともに創る-

上位政策と全体計画との関連
～千葉県総合計画-千葉の未来をともに創る～

千葉県全体で、北西部の渋滞解消を『最優先事項』として進めています

全国平均 千葉県 湾岸地域※
（京葉道周辺）

①自由走行速度

②実勢速度

矢印：ロス率
（1-②/①）

対象：高速道路、一般道路（都道府県道以上）
※湾岸地域：千葉市、市川市、船橋市、習志野市
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時間ロスの発生

平成12年(2000年) 令和2年(2020年) 令和22年(2040年)
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出典：千葉県総合計画 ～千葉の未来をともに創る～（R7.10） 千葉県

出典：千葉県総合計画 ～千葉の未来をともに創る～（R7.10） 千葉県
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「新しい成田空港を支える高規格道路ネットワーク構築の基本方針」（R7.11公表）を踏まえ、
北千葉道路や新湾岸道路を最優先で整備していく予定です。

圏央道等のネットワーク形成が進む中、高規格道路の整備に合わせ、IC周辺等の渋滞ボトルネック
対策を講じていくことで、シームレスネットワークを実現します。

成田空港と羽田空港を結ぶ新たな軸となる圏央道・アクアライン軸の機能強化に向け、機能強化に
向けた検討を進めています。

『成田空港アクセスの抜本的な高速化・多重化』 ・ 『千葉県北西部の渋滞解消』 を強力に推進

新しい成田空港を支える
高規格道路ネットワーク構築の基本方針

「新しい成田空港を支える高規格道路ネットワーク構築の基本方針」（R7.11公表）では、千葉港等
の物流拠点へのアクセス強化や、高速道路の整備に合わせて、一般道路の渋滞対策を加速化する
ことでシームレスなサービスレベルを確保し、渋滞ボトルネックの解消を図ることが示されています。

※：新規ICについては、NAAとともに実現に向けて検討中。

出典：新しい成田空港を支える高規格道路ネットワーク構築の基本方針（R7.11）千葉県

成田空港「第２の開港」を支える広域道路ネットワークの早期実現


